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「One to One」は、県内各地でのさまざまなＮＰＯ活動に

より、ひととひととが信頼でつながって、よりよい市民社

会が形成されるよう願いを込めたニューズレターです。

 

新潟県豪雨 ・中越地震に学ぶ 
  

（特活）宮城県ボランティア協会 事務局長 佐藤年男 
 

平成１６年は、大災害が集中して

発生した年でした。特に新潟県では、

７月の豪雨災害、１０月の中越地震

と続けざまに大災害に見舞われまし

た。 

 被災地では、｢災害救援ボランティ

アセンター｣が設置され、当センター

によって｢ニーズ調査」が行われまし

た。その調査をもとに、被災者支援

活動に駆けつけたボランティアによ

って支援活動が実施されておりまし

た。 

 平成１５年７月の宮城県北部連続

地震を振り返りますと、南郷町では

災害救援ボランティアセンターが速

やかに立ち上げられ、被災地の住民

ボランティアを中心に、被災者の｢ニ

ーズ調査｣が行われました。このよう

な地元の方々の働きにより、支援活

動がスムーズに行われたように思い

ます。被災者とボランティアの顔つ

なぎができるのは、やはり地元の

方々です。被災地住民が先頭に立っ

て、支援を必要としている人と駆け

つけたボランティアを「橋渡し」し

なければ、支援活動はうまくいきま

せん。 

 新潟県中越地震の被災者支援活動

状況をみると、ニーズはあるものの、

ボランティアセンターにその情報が

集まらず、せっかく駆けつけたボラ

ンティアが活動できずにいたように

思います。 

 近づく｢宮城県沖地震｣時には、支

援を求めている人を発掘し、ボラン

ティアとしてより早い復旧と復興に

力を貸したいと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みやぎＮＰＯプラザ指定管理者について 

 
 県は，平成１７年４月１日から｢みやぎＮＰＯプラ

ザ｣を指定管理者制度に移行するため、指定管理者の

募集をしたところ、５団体からの申請がありました。 

 宮城県民間非営利活動拠点施設指定管理者選定委

員会において，団体から提出された事業計画書等の

審査及びヒアリングによる聴き取り審査を実施し，

「特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる」が指定管

理者の候補者として選定されました。 

  指定管理者の指定については，平成１７年２月県
議会の議決を経て決定される予定です。
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みやぎのＮＰＯを応援します！！ 
～県内のＮＰＯ中間支援施設スタッフの   

 ＮＰＯ支援にかける熱いおもい～ 

 
 県内には、6 つのＮＰＯ支援施設があり、それぞれ地域のＮＰＯ活動を支える活動に 

 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 取り組んでいます。今月は、各中間支援施設のスタッフから、ＮＰＯ支援に向けた取 

 り組みや思いなどを寄せていただきました。 

 

 

① 古川市市民活動サポートセンター 
古川市駅前大通 1-5-18 ふるさとプラザ４F TEL：0229－22－9955 

                        スタッフ  中川由紀 
 当センターは昨年の８月に旧・古川ＮＰＯ支援センターから新たに古川市市

民活動サポートセンターと名を改め、活動をスタートさせたばかりです。スタ

ッフは私を含めＮＰＯに関わるのが初めてという人が半数を占め、ＮＰＯ支援

の経験も浅く戸惑う事も多い毎日です。 

 今はまだ少ない利用者数ですが、今後はより多くの方々に利用していただき、

少しでも皆さんの必要とするサポートが提供できるよう、努力していきたいと

思います。 

 
 

② 仙台市市民活動サポートセンター  
仙台市青葉区本町 2-8-15  TEL：022－212－3010 

                      副センター長 遠藤孝志 
 「ＮＰＯ支援があってＮＰＯがあるのではなく、ＮＰＯがあってＮＰＯ支援

がある」。ある意味、私たちの仕事はサービス業ともいえる。徹底的にサービス

をした結果、リピーターが増えてきたり、相手から新しい依頼や相談がきたり

する。それには「オススメの講座や助成金情報を伝える」だけの、一方通行の

関係ではいけない。しっかりと言葉のキャッチボールができる”顔の見える関

係づくり”が重要であることを強く感じる。 
 今、私が名前と顔がはっきりと思い浮かび、コミュニケーションをとれる人

数は…２桁。今年は３桁目指すぞ～。 
 

 

③ 白石市民活動支援センター  
白石市東町 1-6-1 TEL：0224－22－6880 

          白石市民活動フォーラム 事務局長 丸山 勝寿 
ＮＰＯは、住みよい社会にするためにいろいろなところから現状を変えてい

くことをミッションとしています。阪神・淡路大震災から10年、あらためて

そのことを確信しています。しかしながら、その現状が大きな壁となって立ち

ふさがり、ともすれば、なかよしクラブ的に仲間内で慰めあったり貶しめあっ

ていることがあります。  

先日、ある講座でＮＰＯと行政（都道府県・主要市における）との協働環境

に関する調査報告を聞き、なぁ～んだ、まだまだ始まったばかりなんだなと思

うとともに調査対象外である当市にいたっては．．．．．． 息の長い～地道な取り

組みが必要なんだなと思うこの頃です。 

 

 

④ 気仙沼市民活動支援センター  
気仙沼市八日町 1-1-10 TEL：0226－22－6600（内 297） 

                        スタッフ 小山 正子 
 気仙沼市民活動支援センターも今年開館２年目に入ります。昨年はセンター

の存在を知ってもらうことに重点がありましたが、今年は市民団体の視点に立

ち、より実際的で即効性のあるサポートをしていきたいと思っています。その

ためには団体との「顔」の見える関係づくりが何よりも大切です。直接お話を

することで、中間支援サービスの向上に不可欠な現場でのニーズ、困りごと、

ホンネなどが具体的に見えてきます。 

 今年は機会ある限りセンターの外へ出て、約６０の利用登録団体＋６０団体

の人たちと、個人的なお知り合いになるのが目標です。 

 

⑤ 石巻市ＮＰＯ支援オフィス 
石巻市泉町３-1-63  TEL：0225－23－3641 

                         スタッフ 髙橋 崇 
 私たち石巻市ＮＰＯ支援オフィスでは、毎月「んぽん舗交流茶ろん」という

企画を設け、助成金申請のコツやメディア活用の方法についてなどさまざまな

テーマに沿って、その道に精通したゲストを呼び参加者の方々とお茶を飲みな

がら気軽に意見交換をする会を開催しています。 

私たちはこのような会を通して、ＮＰＯにさまざまな情報を提供し、またそ

の会を通じてＮＰＯごとの繋がりを作っていき、石巻地域のＮＰＯ活動がより

よいものになるようにしていくことが、中間支援組織としての石巻市ＮＰＯ支

援オフィスの役割だと考えています。 

今年は情報提供を大切なサービスと考えて、有益な情報を数多く提供できる

ように意気軒昂活動していきたいです。 

 

⑥ みやぎＮＰＯプラザ 
仙台市宮城野区榴ヶ岡５番地 TEL：022－256－0505 

                        スタッフ 須藤 達也 
 ＮＰＯの生命線は、地域の人たちの理解と共感を獲得することにあると思い

ます。そのためには、相手を理解し、自分たちの“おもい”と活動をまっすぐ

に伝え続けることが必要です。しかし人材や資金といった資源のほとんどを、

活動の充実に注ぎ込まざるを得ないような現実。伝えるための資源の確保さえ

ままならず、苦戦している団体が少なくないであろうことは、職場を離れた自

分自身の活動からも想像できます。 

 地域とＮＰＯが共感で繋がりあうために、中間支援施設のスタッフとしてど

のようなお手伝いができるのか。そのことを常に意識しながら業務に臨みたい

と思います。

 
①古川市市民活動サポートセンター ②仙台市市民活動サポートセンター ③白石市民活動支援センター 

● ● ● ● ● ● ● ● 

④気仙沼市民活動支援センター ⑤石巻市ＮＰＯ支援オフィス ⑥みやぎＮＰＯプラザ 
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十符の里プラザのご紹介 

 
利府町は、旧役場庁舎を改修し、昨年 11月、社

会教育・生涯学習の拠点として「十符の里プラザ」

をオープンしました。このプラザには、生涯学習セ

ンター郷土資料館、公民館ふるさと創生館、図書館

があります。 

生涯学習センター内には、町内で活躍する公益活

動団体のための貸スペースがあります。そのひとつ

「町民活動レンタルルーム」は、団体活動が3,500

円/月（電気料は実費徴収）で使用できます。現在、

3部屋のうち1部屋を「十符の里ふるさとづくり集

団（特定非営利活動法人申請中）」が活動拠点として

活用しています。 

また「町民活動ルーム」は、公益活動団体が共有

して使用するスペースで、1団体当たり1,200円/

月で使用できます。現在、「特定非営利活動法人葵

2000の会」が活動拠点として活用しています。 

町では、近々空きスペースを使用する団体の募集

をする予定です。 

 

【十符の里プラザ】 

● 連絡先： 宮城郡利府町中央 2-11-1  

 TEL：022-767-2125 FAX：022-767-2385 

●利用時間：9:00～21:30  

●休館日：毎月第 1・3 月曜日 

  

 

 
 

“平成 16年度[みやぎＮＰＯプラザ町内会 活動発表会] 

－ぜひ、県内ＮＰＯや市民の皆さんのご参加を！－ 
 

 3 月 6 日（日曜日）、13:00 から 16:30 まで、みやぎＮＰＯプ

ラザ交流サロン会場に、100円会費で、事務ブースやショップを拠

点に活動している11団体が、ＮＰＯ各分野での1年間の思い思い

の活動内容を発表いたします。また、この機会に県内ＮＰＯや市民

の皆さんとの情報交換会や交流を楽しみに、湯茶・お菓子を用意し

ておりますので、ぜひご参加ください。 

 みやぎＮＰＯプラザ町内会長 鈴木 武 

 

スマトラ島沖地震・津波 プラザからのご案内

救援金のお願い 
 

みやぎＮＰＯプラザ

の受付窓口に、スマト

ラ島沖地震・津波宮城

県救援金募集委員会ス

マトラ島沖地震・津波

救援金の募金箱を置い

ています。みなさまの

ご協力よろしくお願い

いたします。 
 

■■■ ２月の催し ■■■ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5日 土 にぎわいサロン酒害相談員養成講座（10：00～） 19日 土 英語セミナー
主催：ＮＰＯ法人宮城県断酒会 20日 日 主催：宮城英語教育支援協会
TEL：022-791-7281 TEL：022-266-5770

  
 

 

11日 金 ヘルパー２級養成講座 26日 土
ほか 主催：宮城県高齢者生活協同組合

TEL：022-727-6577 主催：宮城県NPO活動促進室
※）日程等はお問合せください。 TEL：022-211-2522

13日 日 住宅セミナー みやぎＮＰＯプラザ町内会（14：00～）
主催：ＮＰＯ法人ハウジングネットコンシェル 27日 日 無料相談会（13：00～）
TEL：022-301-7177 主催：宮城県マンション管理士会

19日 土 TEL：022-218-2003
20日 日 28日 月

主催：仙台市
主催：みやぎＮＰＯプラザ
問合せ：ＮＰＯ法人杜の伝言板ゆるる（TEL：022-791-9323）

災害救援ボランティアコーディネーター（初
級）養成講座（9：30～） らくらく会計講座　「ツボをはずさない決算

書のつくり方」 （13：00～）

TEL：022-292-7664（ＮＰＯ法人みやぎ災
害救援ボランティアセンター）

宮城県民間非営利活動促進基本計画
（案）に係る説明会（10:30～）

◆◆◆ ２月のみやぎＮＰＯプラザ主催イベント ◆◆◆ 
３日（木）商店街とＮＰＯの連携を探る交流会 13：30～ せんだいメディアテーク 

５日（土）石巻地域ＮＰＯ・ボランティア交流会 14:00～ 石巻合同庁舎 5F 大会議室 

６日（日）仙南地域ＮＰＯ・ボランティア・地域づくり団体交流会 13:30～ 大河原駅前オーガ 

臨時休館日のお知らせ／みやぎＮＰＯプラザは、保守日として３月３１日に休館いたします。 

みやぎのＮＰＯに関する情報は、みやぎＮＰＯ情報ネットで！★ http://www.miyagi-npo.gr . jp/ ★ 


